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　大寒（だいかん）は、二十四節気の最終節で、最も寒い時期という意味です。 

  今年の大寒は、１／２０（木）、期間は、立春（２／４）までです。小寒（１／６）に入ることを

「寒の入り」、大寒が終わることを「寒の明け」と呼び、「寒の入り」からの約１か月は、１年で最

も寒い時期となります。各地で最低気温を記録するのもこの頃です。日本の観測史上最も低い気温を

記録したのは、1902（明治35）年１月25日の北海道の上川盆地に位置する旭川におけるマイナス

41.0℃です。氷点下になるだけでも「寒い寒い」と震えてしまうのに、マイナス41度の世界はどん

な状態なのでしょうか？ 

　手が切れるほど冷たい「寒の水」は、清らかで霊力もあると考えられていました。「寒の水」は、

厳しい寒さで雑菌も繁殖しにくいため長期間腐らないとされ、汲み置きをして薬や料理に使う家もあ

りました。そして、「寒仕込み」の酒、醤油、味噌は、「寒の水」で雑菌も繁殖しにくいうえ、発酵

もゆっくり進むので、味に深みが出ると珍重されるようになりました。 

　大寒が終わると、春の始まり「立春」を迎えます。二十四節気においては、立春が１年の始まりな

ので、大寒の最終日は大晦日的な日でした。今も残る節分の豆まきなどの行事は、新年を迎えるため

の行事なのですね。あと少し、厳しい寒さが続きますが、体を動かし、規則正しい生活をして元気に

乗り切りましょう。 

 

 

　５年生が、1/18（木）、19（金）と水戸市少年自然の家

へ1泊2日で宿泊学習に行ってきました。宿泊学習のスローガ

ンを決めたり、班や係を決めたり、それぞれの係の準備や練

習をしたりして、当日を迎えました。 

【スローガン】みんなで協力し　楽しく仲よく　思い出を残

　　　　　　　そう 

【係】班長、食事、つどい、研修、保健 

 １日目  … 出発のつどい、入所式、焼き杉体験、昼食（弁

　　　　　　当持参）、ウォークラリー、ウォークラリー表彰

　　　　　　式、夕べのつどい、夕食、キャンプファイヤー、 

　　　　　　入浴、班長会議、１日の反省と健康観察、就寝 

 ２日目  … 起床、朝のつどい、清掃、朝食、荷物整理、手

　　　　　　打ちうどんづくり、退所式、まとめのつどい 

　寒さの厳しい時期ではありましたが、日中は風もなく穏やかな日でした。学校では体験できない活

動がたくさんあり、楽しく充実した２日間を過ごすことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

　　　【出発のつどい】　　　　　　　　　　【入所式】　　　　　【ﾀｲﾔが３つもある一輪車？でお出迎え】 



【焼き杉体験：のりで文字を書く　　　バーナーで板を焼く　　　　　　たわしでごしごし洗う】 

 

 

 

 

 

 

 

　　　　　　　　【ウォークラリー：１０班全て無事に笑顔でゴールできました　】 

　　　【夕べのつどい】　【食事：食事係がご飯とみそ汁の盛り付け　セルフサービス　感謝していただきます】 

 

　　【キャンプファイヤー：第１部　点火の式　第２部　レクリエーション　第３部　消火の式】 

　点火の式と消火の式は、厳粛に行い、レクリエーションは、たいへん盛り上がりました。踊り（よ

さこい、エイサー、マイムマイム）、じゃんけん列車、〇×クイズ、ゲーム等を楽しみました。たく

さん声を出して、たくさん体を動かして…とても楽しい時間でした。 



【手打ちうどんづくり：混ぜ合わせてこねる→足で踏む→麺棒で生地をのばす】 

【びょうぶたたみに折った生地を麺切包丁で切る→ゆでる→調理室で作っていただいたカレーをかけ

　ていただきます】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【退所式　２日間お世話になりました】　　　　　　　　　　　【まとめのつどい】 

　体調を崩したり、けがをしたりする児童もなく、無事に行ってくることができました。保護者の皆

様のご協力ありがとうございました。 

 

 

　学校だよりは、Home＆school

での配信とホームページの「おたよ

り（お知らせ）」に掲載しています。

また、日々の学校生活の様子は、学

校日記に掲載しています。 

　のべ1,000人の方に見ていただく

のに、約１か月かかっていましたが、

１月は、約半月でのべ1,000人の方

が見てくださいました。たいへん嬉

しく思います。今後も、学校日記の

記載に努めてまいります。


